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部」 の 「月」 二首および 「星」 二首 （胡志昂担当） 、 「坤儀部」 の 「石」二首（山部和喜担当） 、 「芳草部 の「菊」二首および「竹」二首（中村文担当） 、 「嘉樹部」の「松」二首（山田昭全担当）の計十二首を掲載した。注釈原稿は輪読の場で出されたメンバーの意見を受けてはいるが、執筆の責任が個々 担当者にあることは、前回と同様である。忌憚のないご意見、ご批正をお寄せいただければ幸いである。
 
（中村記）
凡 　例・本稿は、 源光行著『百詠和歌』に注釈を加えたものである。 『百
詠和歌』の本文は独立行政法人国立公文書館内閣文庫本（函架番号二〇─三五九）に拠って翻刻し、濁点・句読点を付した。仮名遣いの誤っている箇所は歴史的仮名遣いに改め、右傍カッコ内に元の仮名遣いを示した。底本のままでは意味が通らない場合は校訂を施し、 その左傍に点を付し 、 もとの形を右傍カッコ内に示した。
・摘句句とこれに付された光行注および和歌首を組として
掲出し、 『新編国歌大観』 第五巻所収 「百詠和歌」 の歌番号に従って、各組の冒頭に番号を振った。
・注釈は本文の翻刻に続けて、 【百詠】 【百詠注】 【語釈】 【通釈】 【余
考】の項目を立てて行った。
・ 【百詠】に 『百詠和歌』の原拠となった『李嶠百詠』の詩句















書名・巻数・項目名の順で典拠を示した。また、説話などが複数の典拠に収められている場合には、時代的にもっとも古い典拠で代表させるか、 『百詠和歌』 形がもっとも近いもので示すことがある。なお、 典 につ ては、 杤尾武編 和歌注』 （汲古書院、九七九年）から多くの学恩を受け、本注釈の記述にも同書と重複する箇所が多いが、煩雑を避けていちいち断らなかった点を諒承されたい。
・ 【語注】等で引用する和歌の本文および歌番号は、特に断らな
い限り、 『新編国歌大観』に拠った。勅撰集 和歌は撰集名・部立・歌番号・作者名の順で示し 。







十五日に十五の花あり。十六日よりひと日にの花落て、つごもりに至ておちはてぬ。もし小月なればの花をの せり。又云、ついたちよりひと葉ずつおひて、十六日よりひと葉ずつおつといへり。蓂はおつ二八の時とぞあるべきを ひらく 字おぼつかなし。もし 開二八の時までと心得べきにや可勘之。
又月のうちに桂あり。十五日までいよいよあきらかにさかりなりといへり。
























































名瑞草。 （尭の時 草 り階を夾みて生じ 毎月朔より日に
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夜、奄至処、有城郭屋舎、望室中多見織婦、見丈夫牽牛渚次飲之。此人問此為何処。荅曰、 問厳君平。此人還、 問君平。君平曰、某年某月有客星犯牛斗、 即此人乎。 （旧説にいふ、 天河は海と通ず。近世海渚に居るもの有り 年年八月に浮槎 来り過ぐる有り、甚だ大にして、往反すること期を失はず。この人すなはち多く粮を齎ち、槎 乗りて去る。忽忽 して昼夜を覚へず、庵ち処に至る。城郭屋舎有り、 室中を望めば、 多く織婦を見る

丈夫を見る、






















































も「雲」と取り合わせている。 波のかよひ路」も新古今あたりから歌語として多く使 れた。 「見し人 おもかげとめよ清見かた袖にせきもる波の通路」 （新古今集・恋
1333雅経） 。が、天の河の
「波のかよひ路」を詠む当該歌は、恐らく詩に詠まれた織姫が天の川を渡る七夕の光景「藻帳越星波、玉飾渡雲川。 （藻帳星の波を越え、 玉飾雲の川を渡 ） 」 （ 『初学記』巻四「七夕」 ）のをイメージしたものであろう。【通 　釈】〈句〉 蜀郡に厳君平を訪ねて来たものはかつて異界に通ずる仙人
の筏に乗って海辺から天の川へ昇った客星であった。
〈注〉 　天の河は海に通じて流れている。昔、海辺に住む人がいた。















何処。答曰、君還至蜀、訪厳君平則知之。乃與石而帰。後至蜀問厳君平、君平曰、此織女支機石也。某年月日有客星犯牽牛宿、 正此人到天河時也。 （牛牽く人乃ち驚きて問ひて曰く、何由り此に至るか。この人具さに來る意を道ふ。すなはち、ここ 処なりやと問ふ。答へて く、君還りて蜀に至り、厳君平を訪はば則ちこれを知らん。乃ち石を與へ 帰す 後蜀に至りて厳君平に問ふ。君平曰く、これ織女の支機石なり某年月日に客星あり を犯す 正にこの人天の河に到る時なり。 ）
　唐の趙璘撰『因話録』卷五に河源を窮めた張騫が天河に到達し
た話を無実な説と退けると同時に、 『博物志』の伝える霊槎 に絡む「織女の支機石を得て厳君平に問う」話を「後人 相伝」としている。が、趙璘の見た博物志に浮槎と支機石があったことは間違いな 。この点、 『李嶠百詠』の張庭芳注に引く博物志も同じである。
　したがい「星」詩に詠まれた霊槎は後者である。李嶠と同時代
の宋之問も「明河篇」に 明河は望むべくも親しむ可からず、願はくは槎に乗るを得てたび津を問ふ。更に織女の支機石を將って、還りて成都賣トの人に訪ふ） 」と同じ伝 詠んでいる。初唐の宮廷詩壇が最も盛んであったこの頃、李邕・奉和初春幸太公主南莊応制に「伝聞銀漢石支機、復見金與出紫微 （中略）今





















































































苑』巻四に「陳仲弓従諸子姪造荀季和父 。於時 徳星聚。太史奏、五百里内有賢人聚。 （陳仲弓、諸子姪を従へ荀季和の父子を造ぬ時に徳星聚る。 奏す、 五百里内に賢人の聚う有りと） 」とある。○
星のやどり
　「やどり」は宿るところ。 「星のやどり」は星宿の









勅撰和歌では釈教歌に「法 灯」が多く詠まれたほか、七夕を詠む歌では「星合」と取り合わせる 庭 ともし火」が七夕祭りを
表象する類型と成る。 「秋ごとにたえぬ星合のさ夜更けて光ならぶる庭の灯」 （新後撰・秋
267定家） 。 「窓の灯」もその頃から夜中
の孤独を映し出す表現として用いられた。 「これのみとともなふかげもさ夜更て光ぞうすき窓の灯」 （新勅撰 ・ 雑
1185道助法親王） 。 「と
もしびの窓」は外側から灯火を点した屋内を捉える表現と見られる。また「窓の灯」に付随 る孤独のイメージ 逆転する意図もあったように思われる。【通 　釈】〈句〉 （漢代の史官が徳星の寄り集まることから頴水の辺りに賢
人たちの集ったことを察知したというが、天下の英才が悉く朝廷に登用され ）今の夜には誰がそのような星象を観察できるだろうか、絶対に起こり得ないのである。
〈注〉 　後漢書にいう、陳疐は子や姪たちを連れて夜に荀淑の家を

















影、蕭蕭暗雨打窓声（耿耿たる殘灯の壁に背 影、蕭蕭たる暗雨の窓を打つ声） （上陽白髪人） の描写 閨怨の深い孤独感が漂うが、詩人が自らを述べるものではない。白楽天が自ら詩に登場する時、「殘灯影閃牆、斜月光穿窓。 （殘灯の影牆に閃き、斜月の光窓を穿つ） 」 （夢與李七庾三十三同訪元九）と歌い、 「南窓 灯坐 風散闇紛紛。 （南窓灯を背いて坐せば、風に散 る闇紛紛たり） 」 （村雪夜坐）と歌ったそこに些かの物侘しさはあるものの孤独感 伴わない。この点、和歌「うきにそふかげよりほかの友 なししばしな消そ窓のともしび」 （続後撰 ・ 雑
1116法印覚寛）の境地と相異なる。
　「灯」 は詩にあって宴会の不可欠な要素であった。白詩にも 「添
















































　どこにあるのか （どこにもない） という反語表現。 「い




近江の国の歌枕である「鏡山」の名称を借りて表現したもの。 「花の色をうつしとどめよ鏡山春よりのちの影や見ゆ と」 （拾遺集 ・春
73坂上是則） 。
【通 　釈】〈句〉 岩の花が、鏡の中に映り開いている。〈注〉 　武都山 男 化して女性の姿になった。その容姿は世に並
ぶものなく素晴らしかったので、蜀王の妃となった。 （彼女は）そ 後幾ばくもなく死んでしまった。武擔山 上で葬り、そこに石の鏡を懸けた。鏡 中に岩の花が映る。石中菱花発とは ことである。
〈和歌〉 　生前の蜀王妃の美しさはいったいどこにあるのか、この
武擔山では。ただ物言わぬ岩の花の影が鏡に映っているだけである。
【余 　考】　慶大本の百詠注は、庾肩吾の詩句を引くのみであるが、百詠和歌は、 注文の冒頭「武都丈夫」以下「其の所に石の鏡を懸けたりまで、山の精から化した妃が死んだ際に、蜀王は武擔山の上で石鏡をその墓標としたという話を載せる。原拠の故事 、 「揚雄蜀本紀云。武都丈夫化為女子。顔色美絶。蓋山精也。蜀王納以妃。無幾物故。乃発卒之武都。擔土葬於成都郭中。号曰武擔。以石作鏡

枚。表其墓。 （揚雄が蜀本紀に云く、武部に丈夫あり化して女




















































【通 　釈】〈句〉 宋国で星が初めて地上に墜ちた。〈注〉 　星が地上に墜ちたのだ。それを見ると、石で五色であった。〈歌〉 　昔、宋国で空から星が落ちてきたように、水の激しく流れ
る谷川の石間にも、このように映じていることだ。天の河原の星の光は。
【余 　考】　星の歌は数は多くないが、光行歌と同様に天の川と石間を取り合わせたものには、 「天河冬は氷にとぢたれやいしまにたぎつおだにもせぬ」 （後撰集・冬
488よみ人しらず）がある。天と地の対
比という点では、空の月の光と「石間」の水に映る光を詠ったものとしては、 「こほりとぢいしまの水はいきなやみ空すむ月 影ぞ流るる」 （源氏物語・朝顔） 、 「いしまゆくみたらし川のおとさえて月やむすばぬこほりなるならん」 （千載集・秋上
293藤原公時）が













































花であることから金精に見立てた表現。光行注では 「金菊」 となっている。なお、百詠注が引く古詩の「岸菊聚新金」の句は、隋元行恭「秋游昆明池」に見える。 『初学記』巻七「昆明池」に収める。○
秋はにしにかたどる、西は金也
 「かたどる」は通じ合う意。陰























































































































































にえいず」題）のように、 「水面に映じる」意の「映ろふ」として用いる例が見える。為忠百首歌は そこ」の語を用いる点でも光行歌と共通して注意される。また、俊恵の「ひをへつつうつろふままにしらぎくのしたゆく水も色かはりけり」 （林葉集
524）のよ







 靃靡とは微細なものが密に群がり合う状態である。 （中国の）南陽に菊潭という地域がある。 （そこを流れる川の）水を汲んで酒に作ると、味わいは甘く、しかも人を酔わせない。胡廣は南陽の水を飲んで長命を保った。八十余歳まで生きたという。
〈歌〉
 白菊（の白い色）がそこ 映じたよ なその色を見ていると、 （それはなんとあの菊 ）下の方の枝を分けて落ちて来た（菊潭の）谷水なのだったよ。
【余 　考】
　光行歌は難解であるが、光行注の関心 菊潭の村人
どれほど長寿を保ったかよりも、その水で作った酒の方に向けられている。ここでは、詠作主はその菊水ないしは酒を目前にしている菊潭の人物と考えて訳を試みた。白 が水底に映じるよう 、眼前にある水 （酒） にも菊の白い色を湛えている。その理由を探った詠作主が、 「なるほど、この水は菊の下枝を分 がら流れ落ちてきたのだから当然なのだった」と得心した体と解した。 【語釈】
の「うつろふ」項に掲げた以外にも、 「いけみづにかげはさながらうつろへどみぎはにはなほしらぎくのはな」 （言葉集
286中原清重












































































































































































































木の葉が霜枯れる冬の季節にも、竹は無関係であ として緑であり。雪が降り積もっても竹 変わらず緑の色を保つと詠む歌は稀だが、紀貫之が屏風歌に「しらゆきはふりかくせどもちよまでに竹のみどりはかはらざりけり」 （拾遺集・雑賀
1177）と詠み、堀河




















 他の草木が霜にあって枯れてしまう冬には、 （これと）無関係であるとして緑の色を保ち、夏には 涼しい緑陰によって）秋を感じさせる竹 下陰であるよ。
【余 　考】　
光行歌は、 「他の草木が枯れる冬にあっても季節に冒されること
はなく、夏にあっては秋という現実とは異なる季節を包含する」と、夏冬ふたつの季節における竹のありようを対比して詠む点が趣向 なっている。どちらの様態も 緑の葉叢に関わるが、光行注の引く『文選』 「呉都賦」に描かれるのは、冬の厳しい寒さに耐えて緑を保つ面のみで、夏に涼しい緑陰を作ることは「呉都賦」 典拠を持た い。 【語釈】でも述べたごとく、 平安後期以降、竹蔭が暑い夏に爽涼 もたらすことが歌 詠まれるよ になる。掲出した堀河百首の匡房歌においても 「 さ」の語が用いられているが、さら 「竹風如秋」 （基俊集





























































梧に死す。二妃娥皇女英従はず。泣きて竹を染めて斑を成すなり。本に曰く、湘夫人は舜の妃なり。舜青梧に崩ず。二妃奔りて哀しみ、湘夫人の涙、斑竹を染む。皆に二妃、水 溺れ死ぬ。故に湘夫人と号するなり ）【語 　釈】○
娥皇女英
　古代の聖天子とされる尭の娘で、ともに舜の后妃と










































































































































































































変節しない約束。 「われをのみたのむといへばゆくすゑのまつのちぎりもきてこそはみめ」 （兼家『蜻蛉日記』 ） 、 「はつせがはふるかはのべのすぎならでまつのちぎりにとしもへにけり」 （鑁也露色随詠集
383） 。
【通 　釈】〈句〉鶴は君子 木にたとえ れる松 木に棲む。〈注〉松を君子に喩える。般の木は凡人に喩える。寒い季節なって、四方の木の梢が、霜雪に冒されて、皆枯れ落ち とき、松だけは緑を保っている。これにより君子の樹に喩える。また、千年も生きる鶴は に棲むといわれている。又君子樹という樹がある。その葉は松に似ているとも 昔、滎陽郡の南に石室があり、その後ろに高さ十丈に及ぶ

本の松があった。














































































































A Commentary on Hyakuei-Waka (2)
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